
平成３０年度 第５回

青梅市教育委員会定例会会議録

日 時  平成３０年８月３日（金）午後１時３０分

場 所  青梅市役所２階２０４・２０５・２０６会議室



1

第５回青梅市教育委員会（定例会）議事日程 

会  期 平成３０年８月３日（金） １日間

場  所 青梅市役所２階２０４・２０５・２０６会議室

１ 教育長開会および開議宣言 

２ 会議録署名委員の指名 

３ 協議事項 

４ 議案審議 

  議案第９号 平成３１年度使用教科用図書の採択について【追加議案】

５ 教育長閉議および閉会宣言 

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

協議事項（再掲） 

１ 平成３１年度から使用する青梅市立小中学校教科用図書の採択について（指導室）

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

出 席 者   教 育 長   岡 田 芳 典

教育委員会委員   手 塚 幸 子

教育委員会委員   大 野 容 義

教育委員会委員   稲 葉 恭 子

教育委員会委員   榎 本 淳一郎

出席説明員   教 育 長 (再 掲 ) 岡 田 芳 典

教 育 部 長   渡 辺 慶一郎

教 育 総 務 課 長   浜 中  茂    

指 導 室 長   中 嶋 建一郎

教育指導担当主幹 拝 原 茂 行

書 記   教育総務課庶務係長   須 崎  満    

教育総務課庶務係 加 納 康 紀

指導室指導係長   白 鳥 拓 也

指 導 室 指 導 係   高 橋 尚 未

指 導 主 事   田 中 晴 恵

指 導 主 事   蜂須賀 健 太

指 導 主 事   佐 藤 宗一郎
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午後１時３０分開会

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第１ 教育長開会および開議宣言 

【教育長（岡田）】 本日の定例会には教育長および委員４名が出席しておりますので、本会議は

成立いたしました。

これより、平成３０年度第５回青梅市教育委員会定例会を開会いたします。

本日の会議を開きます。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 初めに、傍聴についてお諮りいたします。

ただいま、青梅市住江町にお住まいの○○様ほか３９名の方から傍聴の申し出がありました。

教育長として傍聴を許可したいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

【教育長（岡田）】 ご異議ないものと認め、傍聴を許可いたします。

〔傍 聴 人 入 場〕

【教育長（岡田）】 傍聴の方に申し上げます。お手元の傍聴券にお守りいただくことが記載して

ございますが、写真撮影、録音につきましても会議の妨害となりますので、行わないようお願い

いたします。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第２ 会議録署名委員の指名 

【教育長（岡田）】 次に、会議録署名委員の指名を行います。

本日の会議録の署名委員には、大野委員を指名いたします。

【委員（大野）】 はい、わかりました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第３ 協議事項 

１ 平成３１年度から使用する青梅市立小中学校教科用図書の採択について（指導室） 

【教育長（岡田）】 それでは、協議事項から始めます。

協議事項１を議題といたします。平成３１年度から使用する青梅市立小中学校教科用図書の採

択について、を説明いたします。

【指導室長（中嶋）】 協議に先立ちまして、本年度の教科用図書採択に関する経過について、説

明させていただきます。

平成３１年度から青梅市立小中学校で使用する教科用図書の採択につきましては、４月１３日

に行われました第１回定例教育委員会におきまして、「平成３０年度青梅市立小中学校教科用図書

採択要領」につきまして、ご協議、ご了承をいただきました。また、５月９日の第２回定例教育

委員会におきまして、教科用図書の採択日程につきましてご了承をいただいたところでございま

す。
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このことを受けまして、５月２２日に第１回青梅市立中学校教科用図書選定委員会、５月２４

日に第１回青梅市立小学校教科用図書選定委員会を招集し、選定委員会会長に対しまして、採択

要領の基本方針にもとづく教育委員会からの諮問を行いました。選定委員会におきましては、教

科ごとに専門委員会を設置いたしまして、７月５日まで見本本等により各教科書についての調

査・研究を行いました。この間、６月１日から７月４日まで教科書展示会を開催し、採択の対象

となります全教科の教科用図書を展示いたしました。期間中は１０８名の方にご来場いただくと

ともに、保護者の方などから６５件のご意見をいただきました。なお、保護者の方からのご意見

につきましては、第２回選定委員会にご報告いたしました。また、中学校「特別の教科 道徳」

の教科書につきまして、６月１日から７月４日まで学校巡回展示を行いました。

７月１０日に第２回中学校選定委員会を、７月１２日に第２回小学校選定委員会を開催いたし

ました。第２回選定委員会におきましては、各専門委員会からの調査・研究結果の報告および質

疑を行うとともに、選定委員の意見集約を行い、教育委員会への答申案について協議ならびに答

申内容のまとめを行いました。

８月３日には教育委員協議会が開催され、小学校教科用図書選定委員会会長および中学校教科

用図書選定委員会会長から教育長に答申書が提出され、各教科の専門委員長から答申内容につき

ましての説明ならびに質疑が行われました。

本日は協議資料といたしまして、教科用図書一覧表を用意させていただいております。

平成３１年度から青梅市立小中学校で使用する教科用図書の採択につきまして、ご協議のほど

よろしくお願い申し上げます。

以上でございます。

【教育長（岡田）】 ただいま経過の説明がございました。教科書の採択に当たりましては、採択

要領にもとづき選定委員会を組織し、調査および研究・審議し、資料作成等の準備をしていただ

きました。各委員の意向については、投票により取りまとめたいと思いますが、いかがでしょう

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認め、そのように決定いたしました。

なお、その際、教科ごとに投票数が多い教科書１社を採択するものとして議案にまとめていき

たいと思います。

仮に、上位得点に同数があった場合には、同数となった教科書について再度投票を行い、結果

が多数となった教科書を選定してまいりたいと思いますが、いかがでしょうか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認め、そのように進めさせていただきます。

お手元に配付されている一覧表に枠がございますので、採択希望の教科書のところに○印を記

入してください。協議が終了した時点でご提出をいただき、事務局に集計をお願いしたいと思い

ます。
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┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【小学校】

【教育長（岡田）】 それでは初めに、小学校で使用する教科書の協議に入ります。

小学校の「道徳」を除く教科書は、平成２５年度に検定が行われ、平成２６年に採択を行い、

２７年度から４年間使用してまいりました。この間、平成２９年３月に次期の学習指導要領が公

示され、この教育課程の実施に伴う新しい教科書の検定が本年度行われております。したがいま

して、平成３１年度に使用する教科書は平成２５年度検定合格図書の中から採択を行うこととな

ります。４年間の使用実績を踏まえつつ、採択を行うこととしております。

それでは、小学校教科書「国語」以下につきまして、各位のご意見がありましたらお願いいた

します。

【委員（大野）】 残り１年使用するだけということであります。先ほど教科用図書選定委員会か

らの報告の中で、現在使用している教科書の中で特に使いづらいとか、大きな傷があるとか、そ

ういうようなものについての報告はございませんでした。むしろ、メリットがかなり挙げられて

おりました。そういう点で、残り１年ということもございますので、すべての教科書について現

行のものを採用することがよろしいのではないかなと、私は考えます。

【委員（稲葉）】 大野委員のおっしゃったように、過去４年間の実績、先生方すごく練られてき

ていますので、あと１年というところで、より一層教科の内容を、グレードを上げて、子どもた

ちによりよい授業をしていただければいいかなと思いますので、これまでの採択の教科書でいい

と思います。

【委員（手塚）】 私も賛成です。前回の採択のときに票が分かれました家庭科などにつきまして

も、今回改めて選定委員の先生方にもご検討いただいて、やはり選んでいたものでいいのではな

いかというお答えをいただいたので、私もお二方と同じように、このままで十分に思っておりま

す。

【委員（榎本）】 特に問題がないようでしたら、先生方が今まで使いやすいと判断された教科書

を今までどおり使っていくという形でいいと思います。

【教育長（岡田）】 ありがとうございました。

それでは、お手元の投票用紙に教科ごとに確認をしながら記載の方をお願いいしたいと思いま

す。

 まず国語科の「国語」ですけれども、現在使用している教科書は「光村図書出版」でございま

す。

続きまして、「書写」であります。現在使用している教科書は「光村図書出版」でございます。

続きまして、「社会」になります。初めに「社会」の教科書につきましては「教育出版」でご

ざいます。

続きまして、「地図」でありますが、現在使用しているものは「帝国書院」であります。

次に、「算数」でありますが、現在使用している教科書は「東京書籍」であります。
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続きまして、「理科」でありますが、現在使用している教科書は「大日本図書」であります。

続きまして、「生活」でありますが、現在使用している教科書は「大日本図書」であります。

続きまして、「音楽」でありますが、現在使用している教科書は「教育芸術社」であります。

続きまして、「図画工作」でありますが、現在使用している教科書は「開隆堂出版」でありま

す。

続きまして、「家庭」でありますが、現在使用している教科書は「東京書籍」であります。

最後に、「体育」の「保健」でありますが、現在使用している教科書は「東京書籍」でありま

す。

なお、「特別の教科 道徳」につきましては、昨年採択いたしました「光村図書出版」を来年

度も使用することとなっております。

皆様よろしいでしょうか。

以上で、小学校で使用する教科書につきましては終了といたします。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【中学校 特別の教科 道徳】

【教育長（岡田）】 続きまして、中学校「特別の教科 道徳」についてご意見がございましたら

お願いいたします。

【委員（大野）】 青梅市道徳教育推進委員会が、授業指針として教師の視点と子どもの視点の両

方から出しております。その中で子どもの視点として、「学ぶ喜びのある授業」としまして、５点

あるというわけです。１点目が、自分との関わりで道徳的価値を理解できる。２番目が、教材が

魅力的である。３番目が、深く考えるかいがある。４番目が、共に学び合うかいがある。そして

５番目に、頑張れば、認めてもらえる。こういう視点でこれからの授業を青梅市の学校でやって

いくように推進していきたいというふうなお考えであるようです。

私は、それにもう一つ加えまして、「特別の教科」というようなことで評価をされるというふ

うなことでございますので、子どもたちが自分のこととして真剣に考える意欲がどれくらい深ま

ってきたのかということを先生たちが評価するにあたって、たぶん今までは時間とともにどれく

らいその子が深めてきたか、ほかの子と比べるのではなくて、またはこうあるべきだというもの

と比べるのではなくて、その子がどういうふうに考えを深めてきたかということの評価をどのよ

うにしていくかということも大変大切なのだろうと思いますので、その評価という観点も加えて、

今申し述べました５点足す１点ということで、その６点から「道徳」の教科書について検討し、

また判断をしていくということが大切なんだろうなと。そういう視点で調べてまいりましたし、

検討もしていきたいなというふうに考えています。

以上です。

【委員（手塚）】 各社、色々な内容を教材として扱ってくださっている中で、いじめ防止や命の

尊さといったこと、それから最近でしたらオリンピック・パラリンピックのこととか防災のこと、

そういったことに対する記事の量のバランスなど、色々な内容の中で広く社会にという部分もあ
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れば、身近なことで特に中学生のお子さんたちに考える機会を与えていただくというところで、

例えばいじめやＳＮＳの問題でも、立場をかえて考えるチャンスを与えてくれるような教材とい

うところに、私はひかれるものを感じました。

それから、午前中の委員の先生方のご説明の中で、教材としてノートがついている教科書と全

くないものということの中で、中学校の先生方が使いやすい、教材として取り組みやすいという

ものの中で１社、これだったら使いやすくもあり、先生方それぞれの認識、問題、課題なんかも

盛り込みやすいというものがあるというご意見をいただきまして、参考にしたいと思いました。

【委員（榎本）】 今回の道徳の教科化について、展示会の見学者の意見とか拝見させていただい

たんですが、結構反対の意見も多かったんですが、教科書を読んでみて考えさせられる話が多か

ったので、そういう時間は必要であり、無駄なものではないのではないかと思っています。

また、規制が増えている社会で、色々な人と接する機会が減っている子どもも多いので、教科

書を読んで、自分と同じようにほかの人も悩んでいることを知ることで安心もできるのではない

かと思っています。

今回、どのような教科書が相応しいのかということについては、あまり学習要領を前面に押し

出さない、生徒に意識させないもので、いかに心を動かしているものかが道徳なのではないかと

いうことを念頭に置きまして、また教える先生が担任ということも考えて、扱いやすいものを選

びたいと思っております。

以上です。

【委員（稲葉）】 まず、ノートがついている教科書とノートがない教科書を比べました。ノート

があるものについては、どうしても生徒の誘導性みたいな、誘導するような形でないノートの記

載事項というところがとっても大事だなというふうに思います。それから、ノートがないところ

では、先生方、評価に対してはノートがないところは大変かもしれませんけれど、その教科書に

合ったワークシートのつくり方、先生の手づくりは大変かもしれませんが、やはり中学生ですの

で、より深く考えて、自分自身のこととして事象をとらえる。それから、自分自身ではなくて他

人の事象としてもとらえられるようなワークシートのつくり方は絶対できると思うので、その辺

のところを先生方と一緒に考えていければいいかなと思います。

やはり中学生ですので、まだまだ自分のこともわからない、そして客観的なものの見方もわか

らないので、その辺のところを自分を見つめながら、グローバルな視点の見方、多様なものの見

方というのが、この教科を通してみんなで話し合えて、そしてそれぞれの気持ちの中に納得のい

くような、自分自身の生き方の何か目指すようなものが一つ一つ見つかればいいかなと思うとこ

ろを考慮して、教科書を読ませていただきました。

以上です。

【教育長（岡田）】 ありがとうございました。

私も読んだ中で、特に本日午前中の教育委員協議会の中でも、子どもたちの良さを認め褒める、

そういったことも道徳の授業では必要であるというお話を校長先生からいただきました。
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また、ノートがある会社が２社、ない会社が６社ですけれども、ノートにつきましても、その

使い方によっては教師の発問を書き加えることもできるというようなノートの使い方もあるとい

うふうなお話もいただきました。一方で、ノートがなければ生徒に書かせる、あるいはワークシ

ートをそれぞれの担任が用意する。そういった負担の中で、ノートのあるかなしかについては判

断をしたいと考えております。

また、やはり道徳の授業ですので、ノートに一人一人の生徒が何らかの文章を書き残したこと

によって、その学びの成果を評価できるということがありますので、ワークシートあるいはノー

トの重要性があるのかなというふうに感じたところでございます。

また、東京都の教科書調査研究資料の抜粋の中で、役割演技など疑似体験的な表現活動を取り

入れた学習の扱い、こういったものをある程度取り入れている教科書、またいじめの防止に関す

る内容や命の尊さのことを扱っている教材が多くある教科書が相応しいかなというふうに感じた

ところでございます。

またこれは直接教科書採択とは関連しないんですが、青梅市では平成２７年度、２８年度に青

梅市教育委員会研究指定校といたしまして、道徳科につきまして第一中学校で研究発表をしてい

ただいております。その際のものから発展させて中学校においてもそれぞれの学校での道徳の教

科化に向けた取り組みがなされていることも踏まえて、より相応しい教科書を選べればいいかな

と感じたところでございます。

ほかに皆さん、再度ご意見等ありましたらお願いいたします。

【委員（大野）】 各社の教科書を読みながら、ときには自分が感動して涙が出てきそうなお話も

結構あるんですね。かといえば、この多感な、または反抗期を迎えた中学生が、この話を自分の

こととしてとらえたり、自然のものとしてとらえたり、そういうことに相応しい教材なんだろう

か。つまり、何か答えが先に見えてしまっているんじゃないかとか、そういうようなものもあっ

たりして、本当に自分としては判断に苦しんできました。そういう中で、協議会で校長先生の中

から、それぞれ感動するところが人によって違うので、必ずしも年齢がいった私が感動するもの

に子どもが感動するかどうかわからないといったことがあって、確かにそうだろうなと。そうい

う意味で、私はなるたけ子どもが自分のこととして考えられるような教材であること。

それからもう一つ、先ほど評価のことを言いましたけれども、評価をすることのよしあしはま

だ議論が分かれるところでしょうが、教科になったからにはやはり評価を出さないといけないわ

けです。先生たちが評価をする材料となるもの、それが最終的には、言ったことを全部メモする

というのもなかなか大変なことですし、ある面で子どもたちの考えたことを自分のこととしてど

う受けとめたかということの考えの深さを書き記したものも必要なのではないだろうか。もちろ

ん、生徒が先生にいいところを見せたくて、先生の意図する方向に書くなどという可能性もある

かもしれないけど、そこはよく先生たちもきちんとわきまえながら見きわめていく必要があると

思います。そういう評価の材料をためていく。その中で、子どもをプラス方向から評価すること

が道徳でしょうから、プラス方向から考えてみてどのように変容してきたか。そういうことが見
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えるような、先ほどありましたワークシートとか、別冊であります教科書のノートとか、こうい

うものがすごく重要になると思います。そういうふうな方向から、教科書を判断する基準の中に

ノートがあるということを重視をするということをやはり考えてみる必要があると思います。

昨年、小学校の教科書を選んだときには、むしろ先生たちの自由なワークシートづくりなどを

妨げてしまうんじゃないかと。今年は、どちらかというとノートがあるものの方が使いやすいと

いうお話も承っていまして、そこは難しいところだけれども。ある面で初めての教科書としての

道徳を扱うにあたって、青梅市のすべての学校が、先生たちが道徳の授業をさらに改善したりし

ていくためにも、共通の材料となるような、そういうノートがあるというのもいいんじゃないか

なというふうに私は考えています。

以上です。

【委員（稲葉）】 ノートについては、選定委員の先生がおっしゃったように、それをそのまま使

うのではなくて、やはり学級の状態、子どもたちの状態を考えて、先生からのひと言、ふた言、

色々な問題提起ということがつけ加えられるとよりよいものになるんだということでしたので、

もし決まったノートという形式のところでは、そのものを使うだけではなくて、やはり先生方の

ひと工夫、ふた工夫を入れる。通り一遍のものではなく、子どもたちの心に響くところの、自分

自身の今日、それから自分自身の明日を振り返ってみるときに、昨日、今日、明日を振り返って

みるフィードバックのときに、きちんと振り返りの観点がわかるようなノ―トが書けるような自

分自身の力というのも必要かなと思うし、教師とのかかわり方もとても大事になってくるかと思

うんです。

初めて教科になって評価をしないといけないところで、やっぱり道徳の評価というのは本当に

しにくいものだと思うので、そこで小学校では先生たちの自由なということでノートなしのとこ

ろを選んだんですけれども、中学校は多感な思春期の時期で、小学校よりももっと対応が難しく

なるところなので、一つスタンダードなものがあって、それにプラス先生たちのひと手間、ふた

手間が入ると、いいノート・プラス・ワークシートになると思うんです。そんな形で、教科書を

少し読ませていただきました。

以上です。

【教育長（岡田）】 ありがとうございました。

なおあればお願いいたします。いかがでしょうか。

【委員（手塚）】 学校訪問等で道徳の授業を拝見する機会を何度かいただいている中で、どうし

ても先生の力量だったり、発問のポイントだったりというところに差が出るんだなというところ

を拝見しました。先ほど稲葉委員からもありましたように、小学校の採択のときには、少し難し

くても先生方に頑張ってもらうというような意識が私の中にもあったんですが、今年は中学生と

いうことで、色々な先生がいる中で、あるライン、あるレベルは確保してほしいという願いもあ

って、そういう中で先生方がこれなら使えるというのにちょっと耳を傾けたいなという部分があ

るということ。あと、教科書自体を選ぶということも大事なんですが、やっぱり受けとめてくだ
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さる先生方がどういうふうに子どもたちが多様な意見を出せる環境をつくってくださるかという

ところだと思いますので、これからも授業の研究ということを続けていっていただかなければい

けないなということ。

それから、道徳心を養うというところは、本来家庭で行うべきところという見学者のご意見も

いただきましたし、私も母親ですので、ふだんからそれをすごく思ってはおります。が、成長す

る中で、集団での生活だったり、社会性だったりという中で、特に道徳の授業の中には、授業で

やることによって多様な意見を聞くことできるチャンスをもらえるということ。それをやること

で多様な考え方を観点から考えることができるようになる。それはやっぱり集団でこういった内

容について、テーマについて深く考え合うところでしか得られないものだと思いますので、そう

いったところでは保護者としても道徳の授業にはそこは期待をしたいところだなと思っておりま

す。

以上です。

【教育長（岡田）】 ありがとうございました。

ほかにはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。

先ほど大野先生が紹介されましたけれども、道徳科の授業指針の中で、「教師の視点」という

ところで、道徳性を養う授業をしていくということで、２７・２８年度の研究の成果が広まって

いると思っております。その中で、自分を見つめさせるための工夫を先生方にはしていただきた

いと思いますし、あとやはり最終的には一人一人の個人内評価をする上で、妥当性や信頼性が高

められるようなものを、先生方には向かっていってもらいたいなと思っております。

ほかにはよろしいでしょうか。

それでは皆さん、ご自分のご意見にしたがって、採択希望の教科書に○印をつけていただきた

いと思います。

以上で、「中学校 特別の教科 道徳」を終了いたします。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【小中学校特別支援学級】

【教育長（岡田）】 続きまして、小中学校の特別支援学級で使用する教科書について協議いたし

ます。

特別支援学級で使用する教科用図書は、一覧にあります２の文部科学省著作教科書、いわゆる

星本と、３の学校教育法附則第９条図書であります。学校教育法附則第９条図書につきましては、

毎年度の採択となっておりますので、中学校で使用します９条図書につきましても採択の対象と

なります。一覧に示されましたすべての教科書について、採択のご判断をお伺いいたします。

ご意見がありましたらお願いいたします。

【委員（手塚）】 午前中の協議で資料を拝見している中で、例えば同じ学校の３年生で支援学級

のお子さんで同じ学年でも、そのお子さんに合った星本なり検定本なりを先生方がそれぞれに選

んでくださっているというお話を聞きました。支援のお子さんというのは、本当にそれぞれの学
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習段階が色々だったりするので、そこを丁寧に対応していただいているんだなということは安心

しました。

それから、見本本を少し見させていただいたんですが、本当に先生方、新しい本に目を通して

くださっているんだなということに、改めて感謝を申し上げたいなと思います。

以上です。

【委員（大野）】 特別支援学級の固定学級は、知的障害の学級と自閉症・情緒障害の２つの学級

に分かれるわけですけれども、自閉症・情緒障害の学級につきましては検定本をどこの学校も使

いたいと出してきておりますね。知的学級の方は、それぞれの在籍する子どもたちにあわせて様々

な教科書を使いたいと出してきているわけです。

その情緒障害の学級のことについてなんですけれども、情緒障害の中でも個人差は大きいんだ

ろうと思うんですが、やはり情緒障害の学級の子どもたちも、できるだけ通常学級の児童・生徒

との共同学習を進めることが、両方の子どもたちにとっての大変いい体験の機会になるんだろう

と思います。障害児の理解ということにつきましていい体験になると思います。そういう点で、

個人差が大きくても、情緒障害の方は主として共同学習を進めたいという点から、もう一つは、

説明の中にもあったんですが、結構都立高校などを目指す生徒も多いということが中学校ではあ

りますので、検定本を一律、情緒障害の学級の方で使いたいというのは妥当性があるなというよ

うに感じております。

以上です。

【委員（榎本）】 午前中の教科書採択の説明を受けまして、専門の先生がその生徒にあわせた一

般図書を選んでいるということを知りまして、それを信じて、今回採択していこうかと思ってお

ります。

以上です。

【委員（稲葉）】 支援級の子どもたちを学校訪問で見せていただいているんですけれども、とて

もその子ども子どもの能力にあわせた教科書を使い、それからドリルを使い、プリントを使いで、

先生たち本当に丁寧に子どもの能力を引き上げてくださっているので、どの教室も静かに落ち着

いて学習できているなという感動がありました。その中で、先生方が選んで、その子その子の特

性にあわせた教科書で、そしてその子の学力を上げていく力を伸ばしていくという、とても先生

方の努力が見えた図書の選定だと思うので、いいと私は思っております。

以上です。

【教育長（岡田）】 ありがとうございました。

 それぞれの知的、固定、また情緒と、学校ごとにそれぞれの在籍する児童・生徒の個に応じた

様々な教科書が広く選択できるということが盛り込まれておりましたので、幅広い採択にするべ

きというふうに私も考えております。

それでは、小学校および中学校の特別支援学級で使用する教科書につきまして、皆さんのお考

えに沿ったすべての図書に○印をお願いいたします。
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┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 以上で、小学校で使用する教科書、中学校で使用する「特別の教科 道徳」

および小中学校の特別支援学級で使用する教科書の協議を終了いたします。各委員には、一覧表

への○印は、漏れのないようにつけていただけましたでしょうか。

それでは、ご提出をお願いいたします。

〔 提出・集計 〕

【教育長（岡田）】 これから、各種目につきまして、事務局で集計をいたします。○印の一番多

い教科書が採択されることになります。○印の一番多い教科書が同数の場合には、同数となった

会社で再度投票をいたします。それでは確認をお願いいたします。

〔 事務局 確認 〕

【教育長（岡田）】 ただいま確認の結果、同数の教科はないということであります。これにより、

すべての教科で採用すべき教科書が決定いたしました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 これで協議事項をすべて終了し、協議結果にもとづき議案を作成したいと思

いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。

これより休憩をとり、議案を作成いたしますが、ここで念のため、協議事項で投票された結果

を申し上げます。

小学校  国語   光村図書出版株式会社   ５票 

書写   光村図書出版株式会社   ５票 

社会   教育出版株式会社     ５票 

地図   株式会社帝国書院     ５票 

算数   東京書籍株式会社     ５票 

理科   大日本図書株式会社    ５票 

生活   大日本図書株式会社    ５票 

音楽   株式会社教育芸術社    ５票 

図画工作 開隆堂出版株式会社    ５票 

家庭   東京書籍株式会社     ５票 

保健   東京書籍株式会社     ５票 

中学校  道徳   光村図書出版株式会社   １票 

日本文教出版株式会社   ３票 

廣済堂あかつき株式会社  １票 
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投票結果は以上でございます。

なお、小中学校の特別支援学級で使用する教科書につきましては、学校教育法附則第９条図書

につきまして、提案どおりすべての図書が採択されております。

 それでは、休憩いたします。再開時間は、準備が整い次第ご連絡いたします。

    ～ 休 憩 ～

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 再開いたします。

 先ほどの協議事項１の結果を受けまして、議案１件を追加したいと思います。

つきましては、本日の日程に議案第９号 平成３１年度使用教科用図書の採択について を追

加したいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認め、本日の日程に議案第９号を追加いたします。

議案書を配付してください。

    〔議 案 書 配 付〕

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第４ 議案審議 

議案第９号 平成３１年度使用教科用図書の採択について 

【教育長（岡田）】 それでは、ただいま議題となりました議案第９号 平成３１年度使用教科用

図書の採択について を説明いたします。

【指導室長（中嶋）】 平成３１年度使用教科用図書の採択につきまして、提案理由の説明をいた

します。

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律（昭和３８年法律第１８２号）第１３条

および第１４条の規定にもとづき、平成３１年度から使用する教科書を採択する必要があるので、

この案を提出するものであります。

つきましては、別紙に記載されております平成３１年度使用教科用図書一覧表をご覧いただき

たいと思います。

小学校および中学校の教科用図書一覧表中、１が文部科学省検定済教科書、２が文部科学省著

作教科書、そして３が学校教育法附則第９条による図書、の採択案でございます。

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 本議案につきましては、先ほどの協議事項においてご協議をいただいており

ますので、お目通しの上、これで問題がなければ採決したいと思いますが、よろしいでしょうか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 それでは、これより採決いたします。

本件を、原案どおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、議案第９号 平成３１年度使用教科用図書の

採択について は原案どおり可決されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 以上で、予定された案件についてはすべて終了いたしました。 

そのほか何かありますか。 

それでは今後の日程について、教育総務課長から説明いたします。 

【教育総務課長（浜中）】 今後の日程でございます。 

８月１７日（金）第６回教育委員会定例会を午後１時３０分から教育委員会会議室で開催する

予定でございます。内容につきましては、議案審議ほかでございます。 

以上です。 

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第５ 教育長閉議および閉会宣言 

【教育長（岡田）】 以上で本日の日程は終了しましたので、閉会といたします。大変お疲れさま

でした。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

午後２時４９分閉会

青梅市教育委員会会議規則第２６条の規定により、ここに署名する。

           青梅市教育委員会教育長

青梅市教育委員会委員


